
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「第 25 回 環境なんでも見本市」 
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1．日時                                                       

令和 8年 2月 7日（土） 12時～16時（開会式 11時 40分～） ／ 2月 8日（日）10時～16時 

 

２．場所                                                      

板橋区立エコポリスセンター（板橋区前野町 4-6-1） 

 

３．主催                                                      

板橋区 

 

４．企画・運営                                                  

環境なんでも見本市実行委員会 

運営サポーター：淑徳高等学校 板橋フューチャーズ 

 

５．趣旨                                                  

未来の子どもたちにより良い地球環境を残していくため、私たち一人ひとりが身近な環境課題に取

り組むことが求められています。本イベントは区内最大の環境イベントとして、主に板橋区内で実

施されている様々な環境活動や環境にやさしい暮らし方をご紹介します。持続可能な社会をつくる

ために、来場者が見学、体験を通して今からできる環境行動のきっかけとしていただくことを目的

としています。また同時に、参加された区民・団体・学校・企業などの情報交換、交流の場として

もご活用いただけます。特に今回は、環境なんでも見本市第 25 回、エコポリスセンター開館 30 周

年を記念した開催といたします。 

 

６．テーマ 

地球
ちきゅう

の「いいね！」を増
ふ

やそう！ 

７．出展者 

出展申込 60団体、出展 57団体（※当日悪天候等により 3団体が出展辞退） 

 

■団体（22） 

赤塚公園ニリンソウを守る会／NPO 法人 いた・エコ・ネット／いたばし犬部／いたばしエコ塾／

板橋切り絵愛好会／板橋区の蝶を調査する会／いたばし水と緑の会／エコ紙漉きはがき絵の会／

NPO 法人 SDGs いたばしネットワーク／国際環境 NGO FoE Japan／ おもちゃの病院 板橋／カフェ 

ハートワーク・こすもす／クール・ネット東京（公益財団法人 東京都環境公社）／コラリス／新

婦人絵手紙サークル／NPO 法人 センスオブアース・市民による自然共生パンゲア／一般社団法人 

ソーラーシステム振興協会／一般社団法人 たねまき／NPO 法人 東京城北環境カウンセラー協議会

／一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構／NPO 法人 水未来人（みずみくにん）／和紙ちぎり絵の

会     

 

 

Ⅰ．「第 25 回 環境なんでも見本市」 実施概要 
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■保育園（1） 

板橋区立向台保育園 

 

■小中学校（10） 
＊「子ども環境大使」任命校 （ユネスコスクール加盟校・申請校） 

板橋区立板橋第二小学校＊／板橋区立板橋第七小学校＊／板橋区立紅梅小学校＊／板橋区立桜川小学

校＊／板橋区立中台小学校＊／板橋区立蓮根第二小学校＊／板橋区立緑小学校＊／板橋区立高島第一

中学校＊／板橋区立西台中学校 環境科学部＊／板橋区立赤塚第二中学校 自然観察部 

 

■大学・専門学校（2） 

TABETE レスキュー直売所（大東文化大学）／学校法人タイケン学園 日本ペットアンドアニマル

専門学校(出展辞退) 

 

■企業（9） 

大塚製薬 株式会社／株式会社 空調服／東京海上日動火災保険 株式会社／東京ガス 株式会社／

東京都チャレンジドプラス TOPPAN 株式会社／トヨタモビリティ東京 株式会社／株式会社 増渕商

店／株式会社 マップ／株式会社 リアライズ（壁紙デコ） 

 

■行政（11） 

板橋区環境政策課／板橋区資源循環推進課 資源循環協働係・板橋東清掃事務所(出展辞退)／板橋区

消費者センター／板橋区地域防災支援課／板橋区立赤塚植物園／板橋区立エコポリスセンター／

かんきょう観察（板橋区立エコポリスセンター）／板橋区立教育科学館／板橋区立熱帯環境植物

館／板橋区立リサイクルプラザ／東京二十三区清掃一部事務組合 板橋清掃工場 

 

 ■板橋のいっぴん（5） 

   アトリエまえの／おにぎり鈴丸／中野製菓 株式会社／べリ・デリごはん まるうま／綿帽子(出店

辞退) 

  

８．内容 

（１）開会式 

 環境なんでも見本市第 25 回、エコポリスセンター開館 30 周年を記念し、2 月 7 日（土）11 時 40

分～12 時にエコポリスセンター地下 1 階にて開会式を実施した。環境なんでも見本市実行委員長、

坂本健 板橋区長の挨拶の後、見本市の動画を視聴し、板橋区民も参加しテープカット等を行った。 

 

（２）展示 

各出展者が取り組む環境課題や環境活動について、資料や画像、成果物、作品等によって紹介。出

展者が取り組む SDGs（持続可能な開発目標）※の目標番号や担当者からのひとこと（任意）、展示に

関するクイズも掲示した。  

出展申込 55 団体、出展 53団体（※当日悪天候等により 2 団体が出展辞退） 

出展者内訳： 団体 22、保育園 1、小中学校 10、大学・専門学校 1、企業 9、行政 10 計 53団体 

 

（３）環境クイズラリー 

各出展ブースを回りながら環境について楽しく学べるクイズラリーを実施。参加者には植物の苗や
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エコなグッズ、手漉き紙のしおり等の景品をプレゼントした。 

出題者内訳： 団体 19、小中学校 9、大学・専門学校 1、企業 8、行政 8 計 45団体 

 

（４）発表コーナー 

  出展者の環境に関する取り組みや展示の意図・背景を来場者に広く伝えるための機会として本コー

ナーを新設し、地下 1階 ホールホワイエにて口頭発表の形式で実施した。 

  日時：2月 7日（土）13 時～15時 15分、2月 8日（日）11時～14時 15 分 

発表者内訳： 団体 7、小中学校 1、企業 1 計 9団体   

  発表回数内訳：2月 7日（土）7 団体、2月 8日（日）7団体 計 14回 

 

（５）体験コーナー 

自然物・リユース素材を使った工作や環境保全、SDGs について楽しく学べる体験コーナーを開催し

た。 

出展申込 28 団体 30コーナー、出展 26団体 28コーナー（※当日悪天候等により 2 団体が出展辞退） 

出展者内訳： 団体 16、企業 6、行政 4団体 6コーナー 計 28コーナー 

 

（６）特設コーナー・食品販売 

 より多くの方に来場いただき、見本市を楽しんでいただくために、カフェこすもす（エコポリスセ

ンター地下 1 階）・おもちゃの病院が特別営業を行った。また地産地消の板橋のいっぴんコーナー、

障がい者が育てた野菜の販売コーナー、木とふれあう「もくもく広場」（間伐材の積み木と森や自

然に関する絵本のコーナー）も設置した。 

 

９．開催スケジュール 

・令和 7年 8月 15日（金）～8月 31日（日）： 実行委員募集 

・9月 11日（木）：第 1回実行委員会 

・10月 8日（水）：第 2回実行委員会 

・10月 16日（木）～11月 15日（土）： 出展者募集 

・11月 18日（火）：第 3回実行委員会 

 ・～12 月 3日（水）： 出展確定の連絡 

・令和 8年 1月 9日（金） ： 第 4回実行委員会・出展者説明会 

・2月 7日（土）・8日（日）： 「見本市」開催＊ 

・2月 26日（木）：第 5回実行委員会 

 

 ＊2 月 7 日（土）9:00～11:20 に出展者の内覧会を実施。また出展者が集まり、2 月 7 日（土）に    

朝礼・終礼、2月 8日（日）に朝礼・閉会式を行った。 

 

10．出展者説明会 

日時：令和 8 年 1月 9日（金）15時 30分〜17時 

場所：エコポリスセンター地下 1階 視聴覚ホール 

参加者数：40団体・64名 

参加団体：赤塚公園ニリンソウを守る会／いたばし犬部／いたばしエコ塾／板橋切り絵愛好会／板橋

区の蝶を調査する会／エコ紙漉きはがき絵の会／NPO 法人 SDGs いたばしネットワーク／国際環境
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NGO FoE Japan／おもちゃの病院 板橋／クール・ネット東京（公益財団法人東京都環境公社）／コ

ラリス／新婦人絵手紙サークル／NPO 法人 センスオブアース・市民による自然共生パンゲア／一般

財団法人 日本冷媒・環境保全機構／NPO 法人 水未来人（みずみくにん）／和紙ちぎり絵の会／板

橋区立板橋第二小学校／板橋区立紅梅小学校／板橋区立中台小学校／板橋区立高島第一中学校／板

橋区立赤塚第二中学校 自然観察部／TABETE レスキュー直売所（大東文化大学）／大塚製薬 株式

会社／株式会社 空調服／東京海上日動火災保険 株式会社／東京ガス 株式会社／東京都チャレン

ジドプラス TOPPAN 株式会社／トヨタモビリティ東京 株式会社／株式会社 増渕商店／株式会社 マ

ップ／株式会社 リアライズ（壁紙デコ）／板橋区環境政策課／板橋区消費者センター／板橋区立

赤塚植物園／板橋区立エコポリスセンター／板橋区立教育科学館／板橋区立熱帯環境植物館／東京

二十三区清掃一部事務組合 板橋清掃工場／中野製菓 株式会社／淑徳高等学校 

 

11．広報展開 

（１）エコポリスセンター広報物 

季刊誌エコポ、月刊エコポ、ポスター・チラシ（区内小中学校・保育園・CAP'S 児童館・区内公共施

設・東武東上線大山駅／ときわ台駅／上板橋駅＊・近隣商業施設等に配布）、TOKYO‐ecosteps＊、エ

コポリスセンターホームページ、Facebook、X、Instagram （※ポスター、チラシについては巻末

資料参照） 

 

（２）板橋区役所広報物 

広報いたばし、区設掲示板、ホームページカルーセル、広告付電子表示板、いたばし環境管理ニュ

ース、校長会、園長会（区立私立）、区役所 LINE、Yahoo! ニュース（板橋地域） 

 

（３）取材対応 

   板橋経済新聞、J:COM、いたばし TIMES 

    ＊：今回新規に広報展開したもの 

    

12．来場者数および参加者数 

（１）来場者数： 2月 7日（土）4,287名、2月 8日（日）2,369名 計 6,656名 

（※2月 7日（土）の期日前投票の来館者含む） 

（２）環境クイズラリー 参加者数： 2月 7日（土）251名、2月 8日（日）247名 計 498名 

（３）発表コーナー 参加者数： 2月 7日（土）82 名、2月 8日（日）68名 計 150 名  

（４）体験コーナー 参加者数： 2月 7日（土）1,863名、2月 8日（日）2,104 名  計 3,967 名 

 

※SDGs（Sustainable Development Goals）とは「持続可能な開発目標」のこと。2015 年に国連総会

で 193 ヵ国が合意した、2030 年までに達成をめざす国際目標です。板橋区およびエコポリスセンタ

ーは SDGsを支援しています。 
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１．日時：令和 8年 2月 7 日（土）12時～16時（開会式 11時 40分～）／2月 8日（日）10時～16時 

２．場所：エコポリスセンター地下 1階～2階 

３．出展者および出展内容 

   出展申込 55 団体、出展 53団体（※当日悪天候等により 2 団体が出展辞退） 

出展申込者内訳：団体 22、保育園 1、小中学校 10、大学・専門学校 2、企業 9、行政 11 

（p.6 以降に区分ごとに 50 音順で紹介。出展ブースの位置は p.22「会場 MAP」を参照ください。） 

４．来場者数および参加者数等  

（１）来場者数：2月 7日（土）4,287名、2月 8日（日）2,369名 計 6,656名 

（※2月 7日（土）の期日前投票の来館者含む） 

（２）出展者説明員（スタッフ）数：2月 7日（土）38団体 145名、2月 8日（日）37団体 139名 

両日で 42団体 計 284名    

（３）環境クイズラリー参加者数：2月 7日（土）251 名、2月 8日（日）247 名 計 498 名 

（４）食品販売コーナー（板橋のいっぴん 4店舗、野菜販売 1 店舗）販売数： 

2月 7日（土）568 個、2月 8日（日）196 個 計 764 個  

  

Ⅱ．展示 実施結果 

環境クイズラリーの問題例（上）と解答用紙（右） 
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（１）団体 

ブース No.37 団体 

出展者名 赤塚公園ニリンソウを守る会 

出展タイトル ニリンソウの一年と季節の植物 

出展内容に対応する SDGsの番号 15 

出展内容の紹介 

1978 年、赤塚公園に自生する「ニリンソウ」の大群落を発見。「区

の花」に登録以来、ニリンソウ他の希少で多様な山野草と虫たちを

守る活動を継続。活動を紹介し、広く仲間を募っています。 

体験コーナータイトル シュロの葉で作るかたつむり 

 

ブース No.38 団体 

出展者名 NPO 法人 いた・エコ・ネット 

出展タイトル 設立 11年目の環境 NPO活動紹介 

出展内容に対応する SDGsの番号 7,12,13,14,15,17, 

出展内容の紹介 

設立 11年目の環境 NPO活動内容①オーガニックコットンの栽培普及

活動 ②福島被災地（広野町）ボランティア活動 ③自然エネルギー

普及活動 ④環境教育実践活動 ⑤5R 推進・普及活動の 5 つのプロジ

ェクト活動を行っています。 

体験コーナータイトル オーガニックコットンで小物を作ろう！！ 

 

ブース No.33 団体 

出展者名 いたばし犬部 

出展タイトル 犬が人をつなぐ環境づくり 

出展内容に対応する SDGsの番号 3,11,12,15,17 

出展内容の紹介 

地域の中で、犬が人をつなぐ「いたばし犬部」。人も犬も幸せに、安

心して暮らせる地域を目指し、日常生活の中でサポートしあう、新

しいボランティアのカタチを模索していきます！ 

 

ブース No.42 団体 

出展者名 いたばしエコ塾 

出展タイトル 待ったなし 脱プラスチック 

出展内容に対応する SDGsの番号 7,12,14,15 

出展内容の紹介 

私たちは板橋エコみらい塾の卒業生を中心に結成された環境学習団

体です。脱プラスチックを目指して、まずはプラスチックの 3Rを進

めるためにカードを作成し、地域の方々と一緒に脱プラスチックを

目指して一緒に学んでいきましょう。 

体験コーナータイトル 古着やはぎれで可愛い小物作り 
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ブース No.45 団体 

出展者名 板橋切り絵愛好会 

出展タイトル ブルーな切り絵達 

出展内容に対応する SDGsの番号 3,11,16 

出展内容の紹介 

切り絵は今まで黒い紙をカットしていましたが、ブルーな紙をカッ

トすると、雰囲気も変わり全体に優しくなり、違う表情を見せてく

れます。 

体験コーナータイトル 切り絵を楽しもう 

 

ブース No.34 団体 

出展者名 板橋区の蝶を調査する会 

出展タイトル 板橋区で見られる蝶 

出展内容に対応する SDGsの番号 11,13,15 

出展内容の紹介 板橋区で見られる蝶のパネル展示および標本による展示をします。 

 

ブース No.26 団体 

出展者名 いたばし水と緑の会 

出展タイトル 自然と共存するまちづくり 

出展内容に対応する SDGsの番号 13,15,17 

出展内容の紹介 

赤塚公園城址周辺で生き物達がすめるトンボ池とバッタ広場を維持

管理しています。身近な自然に出会い、自然とお付き合いする活動

です。 

 

ブース No.25 団体 

出展者名 エコ紙漉きはがき絵の会 

出展タイトル 牛乳パックではがきを作ろう 

出展内容に対応する SDGsの番号 14,15 

出展内容の紹介 
乳飲料等の紙パックの両面をはがし、中の上質な紙を利用して、い

ろいろな方法でパルプにし、漉いてはがきを作っています。 

体験コーナータイトル 牛乳パックではがきを作ろう 
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ブース No.41 団体 

出展者名 NPO 法人 SDGs いたばしネットワーク 

出展タイトル 平和の砦を未来に 

出展内容に対応する SDGsの番号 1,2,10,16 

出展内容の紹介 

SDGs いたばしネットワークは「誰も置き去りにしない・されない」

ことを目的に地域活動を展開してきています。近年は、目標 16「平

和と公正をすべての人に」に着目し、「SDGs 平和写真展」を開催し

てパレスチナ「ガザ地区」の現状を開示しています。 

体験コーナータイトル G’sくん折り紙で平和を祈ろう！ 

 

ブース No.35 団体 

出展者名 国際環境 NGO FoE Japan 

出展タイトル クライメート・ジャスティス！ 

出展内容に対応する SDGsの番号 1,7,10,11,13,16 

出展内容の紹介 

地球の気温が上がり、世界で大雨や干ばつなどによる被害が増えて

います。FoE Japan は「クライメート・ジャスティス：気候正義」

の考えのもと、不公平のない持続可能な社会をめざして活動してい

ます。 

体験コーナータイトル 気候変動かるたで遊ぼう！ 

 

ブース No.24 団体 

出展者名 おもちゃの病院 板橋 

出展タイトル おもちゃの病院 板橋のご紹介 

出展内容に対応する SDGsの番号 4,7,11,13,17 

出展内容の紹介 
壊れたおもちゃを原則無償で修理します。委託授業も行うボランテ

ィア活動団体です。 

 

ブース No.31 団体 

出展者名 カフェ ハートワーク・こすもす 

出展タイトル 板橋区障がい者就労支援実習店「こすもす」 

出展内容に対応する SDGsの番号 2,3,8,12,17 

出展内容の紹介 

障がいをお持ちの方が、当店で実習を終え、その後も就労支援する

ことにより、ご本人とご家族に気持ちの余裕が生まれ、仕事を長く

続けられるようにサポートしていきます。 
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ブース No.39 団体 

出展者名 クール・ネット東京（公益財団法人 東京都環境公社） 

出展タイトル 太陽エネルギーを知ろう！ 

出展内容に対応する SDGsの番号 7,11,13 

出展内容の紹介 

土曜日は展示、日曜日はミニ講座とクイズを通じて、太陽エネルギ

ーについて楽しく学び、理解を深めていただきます。当センターで

は、一般家庭や事業者に対して太陽光発電設備の他にも様々な助成

を行っています。 

体験コーナータイトル 太陽エネルギーについて学ぼう！ 

 

ブース No.28 団体 

出展者名 コラリス 

出展タイトル #推しサンゴ×喜界島×GFP 

出展内容に対応する SDGsの番号 14 

出展内容の紹介 

サンゴの白化問題を解決するために、推し活から保全活動を始めま

せんか？ 展示では、11 種類のサンゴキャラから推しを見つけられ

る性格診断や GFP（緑色蛍光タンパク質）を使った研究も紹介し、

楽しみながら行う保全活動を推進しています！ 

体験コーナータイトル アクアリウム 

 

ブース No.30 団体 

出展者名 新婦人絵手紙サークル 

出展タイトル 気持ちを絵手紙で伝えよう 

出展内容に対応する SDGsの番号 3 

出展内容の紹介 

2 月は花の少ない季節ですが、絵手紙を書くことで日本の四季を想

像できます。送った相手にも花の美しさを伝えることができて気持

がおだやかになります。文も添えます。 

体験コーナータイトル 楽しい絵手紙 
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ブース No.36 団体 

出展者名 NPO 法人 センスオブアース・市民による自然共生パンゲア 

出展タイトル ドングリでつくろう・あそぼう 

出展内容に対応する SDGsの番号 4,7,11,12,13,14,15,17 

出展内容の紹介 

センスオブアースは、自然と友達になり、あそんだり、かんさつし

たり、学んだりする団体です。自分のいのちは、自然のいのちのな

かま。ドングリの実で、コマを作り、回してあそんだり、人形を作

ってかざります。 

体験コーナータイトル ドングリでつくろう・あそぼう 

 

ブース No.32 団体 

出展者名 一般社団法人 ソーラーシステム振興協会 

出展タイトル 太陽エネルギーでお湯を作ろう！ 

出展内容に対応する SDGsの番号 7,12,13 

出展内容の紹介 

太陽エネルギーを利用して屋根でお湯を沸かし、それを給湯に利用

することができる太陽熱利用機器について紹介します。家庭でのガ

ス代の節約になり、もちろん、地球温暖化の原因である CO2 の削減

に貢献できます。 

体験コーナータイトル 太陽熱温水器を作ってみよう！ 

 

ブース No.44 団体 

出展者名 一般社団法人 たねまき 

出展タイトル 日本の竹 100%「竹紙」活用 

出展内容に対応する SDGsの番号 4,11,12,15,16,17 

出展内容の紹介 

社会にソーシャルグッドの種を蒔く「たねまき」。日本の竹 100%で

できた「竹紙」で、竹紙商品の企画・製作・販売。ノベルティやオ

リジナル商品も応談。小中学校で出前授業、自治体でワークショッ

プもしています。 

体験コーナータイトル 竹紙 ORIGAMI ワークショップ 
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ブース No.43 団体 

出展者名 NPO 法人 東京城北環境カウンセラー協議会 

出展タイトル 押し花コースター作り 

出展内容に対応する SDGsの番号 3,13,15,17 

出展内容の紹介 

東京の城北地域の環境改善を皆さんと一緒に考え、地域から全国、

全世界へと広げていきたいと思っています。区民の皆さん、商店の

皆さん、企業の皆さんと自然を守り、食品ロス削減へ、手と手を繋

いでいこう！ 地球環境を守り、温暖化を低減していきましょう。 

体験コーナータイトル 押し花コースターを作ろう 

 

ブース No.29 団体 

出展者名 一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構 

出展タイトル エアコンが使えなくなる日が来る？ 

出展内容に対応する SDGsの番号 13 

出展内容の紹介 
当機構はフロン排出抑制法の啓発活動を行うと共に、冷媒管理シス

テム RaMSの提供を行っております 

 

ブース No.27 団体 

出展者名 NPO 法人 水未来人（みずみくにん） 

出展タイトル 街からみんなで聴こう「海の声」 

出展内容に対応する SDGsの番号 11,12,14,15,17 

出展内容の紹介 

海のごみの多くは街からでたものです。日常生活からごみ問題を考

えることは海の環境問題を考えることにつながります。みずみくに

んでは海と街が仲良くなれるような活動を目指しています。 

体験コーナータイトル 海ごみ問題のぬりえ 

 

ブース No.40 団体 

出展者名 和紙ちぎり絵の会 

出展タイトル 広げよう みんなが繋がる輪の中で 

出展内容に対応する SDGsの番号 4,10,12,16 

出展内容の紹介 

顔を合わせる機会が少なく、人間関係が希薄になり、交流が減少し

ています。ちぎり絵の作品作りの中で、夢中で向き合え、個人の感

覚や構図で自分独自の作品ができ、喜びを感じ、共通の話題が生ま

れています。その様な場所作りができればと考えています。 

体験コーナータイトル 和紙をちぎって貼って楽しもう 
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（2）保育園 

ブース No.57 保育園 

出展者名 板橋区立向台保育園 

出展タイトル 地球のためにできること 

出展内容に対応する SDGsの番号 4,6,12,14,15 

出展内容の紹介 
子どもたちと一緒に何ができるのか考えました。（4,5 歳児の作品の

展示） 

 

（3）小中学校 

ブース No.52 小中学校 

出展者名 板橋区立板橋第二小学校 

出展タイトル 板二の自然を生かして 

出展内容に対応する SDGsの番号 7,11,13,15 

出展内容の紹介 

各学年ごとに様々な教科の中で SDGs と関連させながら学習してき

ました。身の回りにあるものの活用から考えることで自然環境に配

慮し、エネルギーを最小限に抑えるとともに、住み続けられるまち

づくりにも貢献できるということを学んでいます。 

 

ブース No.54 小中学校 

出展者名 板橋区立板橋第七小学校 

出展タイトル 環境学習で学校を豊かに 

出展内容に対応する SDGsの番号 2,7,10,12,15 

出展内容の紹介 

「緑のカーテン」の発祥の学校として、緑のカーテンの育成を中心

に地道に環境を大切にする取り組みをしています。その取り組みの

一部を紹介させていただきます。 

 

ブース No.56 小中学校 

出展者名 板橋区立紅梅小学校 

出展タイトル 紅梅小みらいサステナブル広場 

出展内容に対応する SDGsの番号 4,11,15,16 

出展内容の紹介 

板橋区立紅梅小学校は、ユネスコ・スクールチャレンジ校として持

続可能な環境づくりに取り組んでいます。子どもたちが自分の生活

を見つめ、できることを考え、行動することで、環境を守る力を育

てています。展示では学年ごと活動や今までの成果を紹介します。 
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ブース No.55 小中学校 

出展者名 板橋区立桜川小学校 

出展タイトル 桜川小学校における環境教育活動 

出展内容に対応する SDGsの番号 4,13 

出展内容の紹介 

桜川小学校では、環境を大切にするための学習を行っており、小学

校内だけでなく、地域、日本、地球規模での環境問題にも目を向け

ることがあります。そんな桜川小での様子を知っていただけたら幸

いです。 

 

ブース No.50 小中学校 

出展者名 板橋区立中台小学校 

出展タイトル 自然いっぱい SDGs で世界に発信！ 

出展内容に対応する SDGsの番号 7,11,12 

出展内容の紹介 
自然いっぱいの中台小学校とリサイクルに取り組む中台小学校を紹

介します。 

 

ブース No.51 小中学校 

出展者名 板橋区立蓮根第二小学校 

出展タイトル 蓮二の環境学習 

出展内容に対応する SDGsの番号 1,2,3,13,15 

出展内容の紹介 

3 年生のテーマは、「目指せ！生き物博士！」。5 年生のテーマは、

「米と自然のつながり」「水の大切さと環境問題」「フードロス」

「地域とのつながり」です。 

 

ブース No.53 小中学校 

出展者名 板橋区立緑小学校 

出展タイトル 地域と連携した緑小学校の ESD 

出展内容に対応する SDGsの番号 4,11,13,15,17 

出展内容の紹介 

裏山の竹林やシイタケの栽培が名物で、ビオトープは 2 箇所ありま

す。サンシティグリーンボランティアの方々の全面協力のもと、

様々な自然体験活動を行いました。 
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ブース No.60 小中学校 

出展者名 板橋区立高島第一中学校 

出展タイトル 高島第一中学校環境に関する取り組み 

出展内容に対応する SDGsの番号 1,2,3,11 

出展内容の紹介 

本校は、2022 年 11月にユネスコスクールに認定されました。持続

可能な社会の実現に向けて、SDGsを理解し、環境問題や自分たちが

できることについて考え、行動しています。 

 

ブース No.59 小中学校 

出展者名 板橋区立西台中学校 環境科学部 

出展タイトル 環境科学部実践報告 

出展内容に対応する SDGsの番号 11,12,15,17 

出展内容の紹介 

西台中学校 環境科学部では、野菜や花の栽培やボランティア活動

を行っています。昨年度より西台駅のロータリーの環境整備を行っ

ています。その様子やその他の活動を展示します。ぜひご覧くださ

い。 

 

ブース No.58 小中学校 

出展者名 板橋区立赤塚第二中学校 自然観察部 

出展タイトル 地域の農家の方との関わりと野菜の栽培 

出展内容に対応する SDGsの番号 2,3,4,11,12,13,17 

出展内容の紹介 

本校では、地域の農家の方のご指導のもと、学校の花壇で野菜の栽

培を行っています。また、農家の方の畑や区民農園で野菜の収穫体

験を行っています。 

 

（４）大学・専門学校 

ブース No.6 大学・専門学校 

出展者名 TABETE レスキュー直売所（大東文化大学） 

出展タイトル 6 者が連携して行うフードロス削減事業 

出展内容に対応する SDGsの番号 4,12 

出展内容の紹介 

埼玉県東松山市周辺の JA 直売所で売れ残ってしまった農産物を池

袋駅まで東武東上線で運び、再販売することでフードロスを削減す

る日本で唯一の取り組みです。どのように農産物を救っているの

か、各 6者が果たしている役割などをご紹介します。 
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ブース No.14 大学・専門学校 

出展者名 
学校法人タイケン学園 日本ペットアンドアニマル

専門学校 ※悪天候のため出展辞退 

出展タイトル いきものふれあいコーナー 

出展内容に対応する SDGsの番号 14,15 

出展内容の紹介 

専門学校の動物たちがエコポリスセンターに集合！ モルモットや

ウサギのふれあい体験と不思議な海の生きもののタッチプールをし

ます。おしゃべりなオウムさんもいるので、生きもの好きのみんな

はぜひ来て下さい！ 

体験コーナータイトル いきものふれあいコーナー 

 

（５）企業 

ブース No.19 企業 

出展者名 大塚製薬 株式会社 

出展タイトル 「ボトル toボトル」水平リサイクルを推進 

出展内容に対応する SDGsの番号 12,13 

出展内容の紹介 

大塚製薬では、使用済み PET ボトルを再び PET ボトルへ再生する

「ボトル to ボトル」水平リサイクルをはじめとする、プラスチッ

クのリサイクルを推進しています。 

 

ブース No.18 企業 

出展者名 株式会社 空調服 

出展タイトル 空調服®を着てエコ‼ 

出展内容に対応する SDGsの番号 7,13 

出展内容の紹介 

空調服®はエアコンなどに比べて使用するエネルギーが少ないの

で、環境にやさしく、さらに電気代の節約にもなります。 

節電はエコにつながります。空調服®を着てエコ活動しましょう！ 

体験コーナータイトル エコバッグにスタンプ！ 
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ブース No.15 企業 

出展者名 東京海上日動火災保険 株式会社 

出展タイトル マングローブで地球を守ろう 

出展内容に対応する SDGsの番号 13,14,15 

出展内容の紹介 

東京海上日動は、地球や人々の生活を守り様々な恵みをもたらすマ

ングローブ植林プロジェクトを、地域の行政機関、住民の皆様と共

に 100年間継続することをめざし取り組んでいます。マングローブ

の植林体験を開催します。 

体験コーナータイトル 地球を守るマングローブの植林体験 

 

ブース No.16 企業 

出展者名 東京ガス 株式会社 

出展タイトル 未来の都市ガス e-メタンってなーんだ？ 

出展内容に対応する SDGsの番号 7,11,12,13,17 

出展内容の紹介 

東京ガスは、二酸化炭素を循環させて（増やさず）作る未来の都市

ガス「e-メタン」の社会実装・拡大を目指しています。カーボンニ

ュートラルの実現に向け、エネルギーの脱炭素化を推進してまいり

ます。 

 

ブース No.5,23 企業 

出展者名 東京都チャレンジドプラス TOPPAN 株式会社 

出展タイトル 障がい者がいきいきと働ける会社です 

出展内容に対応する SDGsの番号 3,4,5,8,12,17 

出展内容の紹介 

平成 5 年 6 月に、凸版印刷株式会社および、東京都と板橋区の共同

出資により設立された、第三セクター方式による重度障がい者雇用

モデル企業です。 

体験コーナータイトル 
エコな紙すきを体験しよう  

※障がい者が育てた野菜の販売コーナーも実施 

 

ブース No.22 企業 

出展者名 トヨタモビリティ東京 株式会社 

出展タイトル レザークラフトワークショップ 

出展内容に対応する SDGsの番号 12 

出展内容の紹介 

自動車の製造工程で発生するレザー端材から「アップサイクルキー

ホルダー」を作る工作体験！（はさみ不要）捨てられるはずだった

廃棄物を減らす、CN 実現に向けた具体的な取り組みを楽しみながら

親子で学べるワークショップです。 

体験コーナータイトル 車のレザーでキーホルダー作り 
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ブース No.20 企業 

出展者名 株式会社 増渕商店 

出展タイトル 分別をしてリサイクルしよう 

出展内容に対応する SDGsの番号 4,7,11,12,13,14,15,17 

出展内容の紹介 

板橋区を拠点とし、事業系廃棄物収集運搬を行っている会社で

す。様々なリサイクル品を紹介いたします。主に発泡スチロール

や古紙類のリサイクルをピックアップしてご紹介いたします。大

切な資源はリサイクルしましょう。 

体験コーナータイトル ダンボールパッカー車作り 

 

ブース No.17 企業 

出展者名 株式会社 マップ 

出展タイトル 大型緑のカーテン 

出展内容に対応する SDGsの番号 4,11,13 

出展内容の紹介 

株式会社マップは緑のカーテンに特化した板橋区の造園屋です。

現在までに 100 か所以上の緑のカーテンを手掛けてきました。今

後も緑のカーテンを通じて、少しでも SDGs の達成に貢献できるよ

う一企業として努めてまいります。 

 

ブース No.21 企業 

出展者名 株式会社 リアライズ（壁紙デコ） 

出展タイトル 壁紙のアップサイクル 

出展内容に対応する SDGsの番号 12,13 

出展内容の紹介 
内装会社である私たちは、余剰資材を廃棄せず、新たなカタチで

ご提案する取り組みをしています。 

体験コーナータイトル 壁紙でしおり作り 
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（6）行政 

ブース No.49 行政 

出展者名 板橋区環境政策課 

出展タイトル 環境政策課の取り組みについて 

出展内容に対応する SDGsの番号 4,7,12,13,14,15,17 

出展内容の紹介 

環境政策課は、地域の環境を守り、より良くするための取り組み

を計画し、実行する部署です。特に地球温暖化防止や環境保全の

取り組みについて紹介します。 

体験コーナータイトル 
川や池の水を調べてみよう 

緑のカーテンクイズ・わなげ 

 

ブース No.10 行政 

出展者名 
板橋区資源循環推進課 資源循環協働係・板橋東清掃

事務所 ※悪天候のため出展辞退 

出展タイトル ごみ減量・リサイクルコーナー 

出展内容に対応する SDGsの番号 12 

出展内容の紹介 
資源とごみの分け方・出し方に関するクイズ等のゲーム、ごみの

分別やリサイクルに関する啓発をします。 

体験コーナータイトル スケルトン清掃車の展示 

 

ブース No.11 行政 

出展者名 板橋区消費者センター 

出展タイトル エシカル消費について考えよう 

出展内容に対応する SDGsの番号 12 

出展内容の紹介 

消費者センターでは、皆さんが生活の中で買い物などをして、困

ったことやトラブルがあった時に相談を受け付けています。商品

やサービスを選んで、買ったり使ったりすることを消費行動とい

いますが、今回はその中からエシカル消費について考えてみまし

ょう。 

 

ブース No.12 行政 

出展者名 板橋区地域防災支援課 

出展タイトル 実践！！ ローリングストック🌀 

出展内容に対応する SDGsの番号 11 

出展内容の紹介 

皆さん「備蓄」はできていますか？ このブースでは、日常の暮

らしの中で備蓄を回す、「ローリングストック」についてご紹介し

ます。日々の暮らしから災害に強いまちづくりを目指しましょ

う。 
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ブース No.7 行政 

出展者名 板橋区立赤塚植物園 

出展タイトル 自然と農に触れ、街にみどりを 

出展内容に対応する SDGsの番号 4,11,15,17 

出展内容の紹介 

・里山的環境の中で植物やいきものと触れ身近な自然を学びま

す。 

・草花やバラ等の魅力と栽培方法を学び地域にみどりを増やすこ

とを目指します。 

・播種から収穫までの体験を通して農業に親しみ、農業への理解

を深めます。 

 

ブース No.48 行政 

出展者名 板橋区立エコポリスセンター 

出展タイトル エコポリから発信！ 板橋の環境教育 

出展内容に対応する SDGsの番号 12,13,15,17 

出展内容の紹介 

エコポリスセンターは 1995（平成 7）年に全国に先駆けて設立さ

れた環境学習施設で、今年で 30 周年を迎えます。建物もエコロジ

カルに機能！ 子どもから大人まで幅広い世代を対象に環境に関す

る様々なイベントや講座、出前授業等を実施しています。 

体験コーナータイトル 
可愛くデコろう♪ オリジナルフォトフレーム 

エコ・アクション 9 

 

ブース No.47 行政 

出展者名 かんきょう観察（板橋区立エコポリスセンター） 

出展タイトル かんきょう観察員自由研究コーナー 

出展内容に対応する SDGsの番号 12,13,15,17 

出展内容の紹介 

区内で見られる植物や動物の調査を楽しみながら行う会員制の事

業で、地域でグループを作り、定点観察や自由研究の発表も行っ

ています。今回の展示では、当事業の詳細と 2024 年度の自由研究

についてご紹介します！ 
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ブース No.9 行政 

出展者名 板橋区立教育科学館 

出展タイトル 海がすっぱくなるとどうなるの？ 

出展内容に対応する SDGsの番号 14 

出展内容の紹介 

科学教室で人気のウニや貝殻、星の砂を使い、海洋酸性化を楽し

く学ぶ場を提供します。静かに進む海の変化を体験し、生き物の

美しさと繊細さを考えるきっかけに。 

体験コーナータイトル UNIカードゲーム＆貝がら実験 

 

ブース No.8 行政 

出展者名 板橋区立熱帯環境植物館 

出展タイトル ねったいかんの生きものと植物 

出展内容に対応する SDGsの番号 4,5,7,11,12,13,14,15,17 

出展内容の紹介 

熱帯環境植物館（通称ねったいかん）は、楽しみながら学べる植

物館。ねったいかんで開催される年間の企画展や、常設展示され

ている生きものや植物について紹介します。 

体験コーナータイトル くるくる飛ぶタネを折り紙で作ろう 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          

ブース No.46 行政 

出展者名 板橋区立リサイクルプラザ 

出展タイトル 3Rを身近に楽しく実践しよう♪ 

出展内容に対応する SDGsの番号 2,4,7,11,12,13,14,15,17 

出展内容の紹介 

リサイクルプラザは、3R（リデュース・リユース・リサイクル）

について楽しく学び・実践できる施設です。ごみの減量や 3R に関

わる様々な活動や施設で体験できることなどを紹介します。 

 

ブース No.13 行政 

出展者名 東京二十三区清掃一部事務組合 板橋清掃工場 

出展タイトル 板橋清掃工場の役割と仕組み 

出展内容に対応する SDGsの番号 4,6,7,11,13,14,15 

出展内容の紹介 

東京二十三区のごみの中間処理についての紹介です。工場ではご

み焼却時に発生する熱エネルギ―を有効利用し、近隣の区施設等

へ熱供給を行っています。 
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（８）板橋のいっぴん 

ブース No.2 板橋のいっぴん 

出展者名 アトリエまえの  

出展タイトル 板橋のいっぴん 

出展内容に対応する SDGsの番号 2,3,11 

出展内容の紹介 

＜焼菓子＞シフォンケーキ オレンジ（元祖！板橋のいっぴん）、

ガトーアナナス（板橋のいっぴん 2022）、シフォンケーキ（プレー

ン・コーヒー・キャラメル・アールグレイ・チョコ）、コーンフレ

ーククッキー（レーズン＆チェリー・チョコ）、フロランティー

ヌ、ブラウニー 、マドレーヌを販売します。※2/7 のみ 

 

ブース No.4 板橋のいっぴん 

出展者名 おにぎり鈴丸 

出展タイトル 板橋のいっぴん 

出展内容に対応する SDGsの番号 2,3,11 

出展内容の紹介 

・グランドメニューを含めたおにぎりを 12～13種類  

・焼きたてのリルドーナツ（小さいドーナツ）セット  

・手作りマフィンを販売します。 

 

ブース No.3 板橋のいっぴん 

出展者名 中野製菓 株式会社 

出展タイトル 板橋のいっぴん 

出展内容に対応する SDGsの番号 2,3,11 

出展内容の紹介 

＜かりん糖、揚げせんべいの販売＞・自社工場内で製造、パッケ

ージ詰した商品・黒糖かりん糖（元祖！板橋のいっぴん）、ピーナ

ッツかりん糖、塩かりん糖（板橋のいっぴん 2022）、おからと豆乳

のかりん糖（板橋のいっぴん 2025）、七味揚げ、胡萬糖、おから七

味かりん糖を販売します。 

 

ブース No.1 板橋のいっぴん 

出展者名 べリ・デリごはん まるうま 

出展タイトル 板橋のいっぴん 

出展内容に対応する SDGsの番号 2,3,11 

出展内容の紹介 
あげパン、あげパンスモア、季節のコーディアルシロップを販売

します。 
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ブース No.2 板橋のいっぴん 

出展者名 綿帽子 ※体調不良のため出店辞退 

出展タイトル 板橋のいっぴん 

出展内容に対応する SDGsの番号 2,3,11 

出展内容の紹介 

米粉のシフォンケーキ各種（プレーン、チョコミルク、紅茶、抹

茶、コーヒーキャラメル、クリームチーズ、メープル）を販売し

ます。 
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５．会場 MAP（上：表面、下：裏面） 
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６．開催の様子 

 

 

  

開会式の様子 

地下 1 階の様子 

1 階の様子（食品販売コーナー） 
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１．日時： 令和 8年 2月 7日（土） 13 時～15時 15 分 ／ 2月 8日（日）11 時～14時 15分 

２．場所： エコポリスセンター地下 1階 ホールホワイエ 

３．出展者および出展内容： 出展者 9団体・発表回数 14回 ※詳細については下記参照 

出展者内訳： 団体 7、学校 1、企業 1 計 9団体 

４．参加者数： 2月 7日（土）82 名、2 月 8日（日）68名 計 150 名 

５．発表コーナー一覧 

 

 

 

６．開催の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間 出展者名 タイトル

13:00～13:15 国際環境NGO FoE Japan 気候変動を止めるためにできること

13:20～13:35 いたばしエコ塾 えらんで減らしてリサイクル

13:40～13:55 コラリス サンゴの白化問題を解決する

14:00～14:15 一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構 エアコンが使えなくなる日が来る

14:20～14:35 東京都チャレンジドプラスTOPPAN 株式会社 地球環境と障がい者にやさしい企業

14:40～14:55 板橋区立赤塚第二中学校 自然観察部 赤二中の地産地消

15:00～15:15 NPO法人 東京城北環境カウンセラー協議会 コースターで春気分！

2月7日（土）

時間 出展者名 タイトル

11:00～11:15 一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構 エアコンが使えなくなる日が来る

11:20～11:35 国際環境NGO FoE Japan 気候変動を止めるためにできること

11:40～11:55 いたばしエコ塾 えらんで減らしてリサイクル

12:00～12:15 NPO法人　東京城北環境カウンセラー協議会 コースターで春気分！

13:20～13:35 一般社団法人 ソーラーシステム振興協会 太陽熱利用機器とその効果について

13:40～13:55 コラリス サンゴの白化問題を解決する

14:00～14:15 NPO法人 水未来人（みずみくにん） 海のごみ ひろいますか

2月8日（日）

Ⅲ．発表コーナー 実施結果 
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１．日時： 令和 8年 2月 7日（土） 12 時～16時／ 2月 8日（日）10時～16 時 

２．場所： エコポリスセンター地下 1階・1階 

３．出展者および出展内容： 出展申込 28団体 30コーナー、出展 26団体 28 コーナー 

※当日悪天候等により 2 団体が出展辞退  ※詳細については下記参照 

出展申込者内訳： 団体 16、学校 1、企業 6、行政 5団体 7コーナー 計 28 団体 30 コーナー 

４．参加者数： 2月 7日（土）1,863名、2月 8日（日）2,104名  計 3,967名 

５．体験コーナー一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ．体験コーナー 実施結果 
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６．開催の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 階（上）・地下 1 階の様子（右・下） 
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女性 59%

男性 32%

無回答 8%

 

 

 

アンケート実施期間：令和 8年 2月 7日～2月 8日 

回答者数：468名 

内訳：クイズラリー参加者 498名（うちアンケート未回答者 36名）、アンケートのみ回答者 6名 

 

 

 Ｑ1．「環境なんでも見本市」には、何回目の来場ですか？ 

 

 

 

Ｑ2．性別                                                 Ｑ3．年齢 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

初めて 53%

2回目

25%

3回以上

17%

無回答 6%

9歳以下

31%

10代 12%

20代 1%30代 12%

40代 16%50代 6%

60代 3%

70歳以上 3%

無回答 15%

Ⅴ．環境クイズラリーアンケート 集計結果 

9歳以下： 145名、31%  40代  ： 75名、16% 

10代  ： 56名、12%   50代  ： 29名、6% 

20代  ： 4名、1%     60代  ： 16名、3% 

30代  ： 57名、12%   70 歳以上： 16名、3% 

無回答  ： 70名、15% 

女性 ： 277名、59% 

男性 ： 152名、32% 

無回答： 39 名、8% 

初めて  ： 248名、53% 

2回目  ： 116名、25% 

3回以上： 78名、17% 

無回答  ： 26名、6% 



- 29 - 

Ｑ4．お住まい 

 

 

※小中学校に通っている人は、学校名を書いてください。（記入のあったもののみ） 

・小学校 ・中学校 

前野小学校：24 名       赤塚第二中学校：3 名 

中台小学校：15 名                 志村第四中学校：2 名 

北前野小学校：10 名 

富士見台小学校：9 名 

蓮根第二小学校：7 名 

志村第二小学校：6 名 

志村第一小学校：6 名 

区外公立小学校：6 名 

志村第四小学校：4 名 

志村小学校：4 名 

志村坂下小学校：4 名 

緑小学校：3 名 

板橋第四小学校：3 名 

成増小学校：3 名 

上板橋小学校：3 名 

淑徳小学校：3 名 

若木小学校：2 名 

志村第六小学校：2 名 

志村第三小学校：2 名 

紅梅小学校：2 名 

蓮根小学校：1 名 

板橋第六小学校：1 名 

赤塚新町小学校：1 名 

常盤台小学校：1 名 

志村第五小学校：1 名 

桜川小学校：1 名 

高島第三小学校：1 名 

向原小学校：1 名 

金沢小学校：1 名 

  

区内 88%

区外 10%

無回答 2%

区内 ： 414名、88%  

区外 ： 46名、10% 

無回答： 8名、2% 
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Ｑ5．来場のきっかけ (複数回答) （単位：名） 

 
 

・その他 

自分や家族の作品が展示されていたから 6 

学校からのチラシ・手紙・お便り・配りもの等 6 

出展者・参加団体から 5 

選挙 5 

いたばし TIMES 3 

家族から 2 

ここで遊びたかったから 1 

たまたま来た時にやっていた 1 

部活 1 

いつもいってる会 1 

エコポリスセンター 1 

 

Ｑ6．見本市はいかがでしたか？ 

 

 

151

78

63

58

54

44

42

6

0 20 40 60 80 100 120 140 160

チラシ

友人・関係者などのさそい

町内掲示板のポスター

通りがかり

広報いたばし

ホームページ・SNS

その他

駅のポスター・チラシ

大変よかった

64%

よかった

27%

未記入 9%

あまりよくなかった 0% よくなかった 0%

大変よかった   ： 299名、64% 

よかった     ： 125名、27% 

未記入      ： 43名、9% 

あまりよくなかった： 1名、0% 

よくなかった   ： 0名、0% 
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Ｑ7．興味のある環境問題はどれですか？(複数回答) （単位：名） 

 

 

 

・その他 

自然破壊、太陽光パネル、森林伐採 

 

Ｑ8．見本市の感想をご自由にお書きください。 

・楽しかった。 15 

・楽しく学べてよかったです。 3 

・とても勉強になりました。 3 

・勉強になった。 3 

・おもしろかった 2 

・環境への興味へつながったと思う 2 

・1 日楽しめました。 

・2 日目はあいにくの天気で大変でしたが、にぎわっていて楽しかったです。スタッフの皆さまありがとうござい

ました。 

・5 才、とても楽しんでました ありがとうございます！ 

・WS もたくさんあって、展示も魅力的で楽しかったです！ 

・新しく知ることができた。 

・ありがとうございました。 

・ありがとうございました、楽しかったです。チラシのイメージでは地味な感じがしたので、楽しそうなデザイン

にしたら、来る人が増えそうな気がしました。 

・生き物いなくて残念だった。次回楽しみにしておきます。 

・生き物がいなくてさみしかった。 

・いたばしのいっぴんあってうれしかったです。新技術も色々知れていいですね。 

・いつもたのしく子供と参加してます。 

・いつも楽しみにしています。 

・いろいろなことをしることができました。 

・色々な事を知れてよかったです。 

257

184

167

74

72

2

0 50 100 150 200 250 300

自然・生きもの・生物多様性

地球温暖化・気候変動

資源循環（ごみ・リサイクル）

エネルギー

汚染（海洋・大気）

その他
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・いろいろなことを学べた。 

・色々な体験コーナーがあって 1 日楽しめるのと、クイズで環境について考えるよい機会になりました。 

・いろんな体験ができてよかったです。 

・いろんなところがしれてよかった！ 

・大人・子供に興味を持つきっかけを作っていただきありがとうございます。 

・大人でも楽しめた。 

・親についてきた。 

・貝の工作が楽しかった。キラキラきれい。 

・活気があって、ずーっと続けて下さい。勉強になります。 

・紙すき等体験コーナーが勉強（ものしり）になり大変よかった。 

・環境に関する知らなかった言葉を知ることが出来た。 

・かんきょうについていろいろてんじがあってよかった。 

・かんきょうのことをよく知れました！！ 

・キーホルダー作りが楽しかったです 

・去年も来てます。 

・クイズが楽しくできた。 

・クイズがむずかしくて、楽しかったです。 

・クイズで色々知れてよかった。 

・クイズに参加することで、より興味がもてた！ 

・クイズラリーがいろいろあってたいへんだった。でも楽しかった。 

・区内の取り組みなど知れてよかった。 

・工作、楽しそうでした。 

・工作、とくにちぎり絵がおもしろかった。おもちゃの病院もよかった。 

・工作いっぱいできてうれしかった。 

・工作が多いが、時間不足で不可。残念。 

・広報がほしい。 

・子どもが興味をもてる内容でした。また来たいと思います。 

・子どもが楽しんでました。またおねがいします。 

・子供がとても楽しんでいました。ありがとうございます。 

・子どもでも楽しめました。 

・子供の教育に良いと思います。 

・子どもは、出しものを楽しんでいました。 

・子供も楽しんでいて、大人も勉強になり楽しかったです！ 

・子も、ふだんふれることのないものを見る・さわるできてよかったです。 

・これからも続けて下さい。 

・今回は出展ブースが多くて楽しかったです。 

・こんな素敵なイベントに感謝、学びは楽しい。 

・様々な工作たのしかったです。 

・様々問題やエコなことをたくさん知れてよかった。 

・じっさいにたいけんをしたり工作をしたりできてたのしかったです。 

・知らなかったことが知れてよかったです。 

・すばらしかったです。勉強になりました。 
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・体験ができて楽しかった 

・体験コーナーが思っていたより沢山あってよかったです。 

・体験コーナーがよかった 

・大変にぎわっており、子どもの啓発には良い取組だと思う。 

・たくさん知れて楽しかった。 

・たくさんの学びがありました。交流楽しかったです。 

・竹の折り紙が楽しかった。 

・楽しいのがたくさんあった。 

・楽しいのがたくさんあった。友だちと来るのが楽しみ。 

・たのしかった。子供がたのしそうでよかった。 

・たのしかった。じっけんが。 

・たのしかったです、またきたいです。 

・たのしくてとってもくわしくかんきょうについてしることができました。 

・楽しく学ぶことができました＾▽＾ 

・楽しそうなてんじがたくさんあって、おもしろかったです。 

・ちきゅうおんだんかを少しでもまもるためのかんきょうがよかった。 

・とくにない。 

・とてもおもしろかったです。 

・とてもおもしろくて来年もきたいです。 

・とても楽しかったです。地球についていいことをたくさんしれました。 

・とても勉強になりました。娘がとても楽しんでいてよかったです。 

・とても良かったです 

・とてもよかったです！ またきます！！！ 

・人もこの町も好きになれる。良い。 

・ブースがたくさんあって楽しかった！ 

・勉強になり、とても良い機会でした。 

・孫といっしょにたのしめてよかった。 

・またいきたいです。 

・また参加したいです。 

・またやってほしい。 

・むしをみてはくりょくがあった 

・もう少し長く居たかった。次回、またきたいと思います。 

・もっと広報してほしい。自分の知らない概念を知ることができ、知識がアップデートされた。 

・問題がむずかしかった。 

・分かりやすくおしえてくれ、楽しかった 
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アンケート実施期間：令和 8 年 2月 8日～2月 24日 

回答者数： 42団体 44名（58 出展者中） 

 

 Ｑ1-1．今回、「環境なんでも見本市」に出展されて、いかがでしたか？ （44件の回答） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大変良かった  良かった    普通 あまり良くなかった 良くなかった 

    77%           23%         0%           0%          0% 
 

 

Ｑ1-2．上記のお答えにあたって、何か理由がございましたらご記入ください。（37 件の回答） 

・区民の方が様々な団体・企業のエコ活動について学べ、体験できる場であるため。 

・出展者様、来場者様含め多くの方との交流ができたため。 

・様々な方との交流ができ、ふだん接する機会の少ない世代の方々にも、活動を知っていただくことができました。 

・一番奥だったので動線からはずれていたため。 

・来場者が多く、啓発ポスターや配布物がたくさんの人の目に触れる機会があったため。 

・展示内容が昨年の内容と同じで残念な気持ちと活動内容の SDGs に関しては良かったと思います。 

・独自に参加者にアンケートを実施した結果、年代に問わず多くの方にご満足いただけたことが分かりました。 

・初めての実行委員で役立たずでしたが、イベントの歴史や狙いなどを知ることが出来た。 

・多くの来場者に、閲覧してもらえたと思います。 

・今回は出展者として活動していないが、担当者の感じから良かったと思う。 

・家族連れから地元の方まで幅広い層の来場者に、当センターを知っていただく良い機会になりました。 

・障がいのある方から、相談を受けた。 

・これ切り絵ですか？ 今までの切り絵の概念をかえられます。新しい時代の切り絵が素晴らしいと多くの人達が

驚いていました。 

・今回初めての出展でしたが、来場者数の多さや盛況ぶりに驚きました。区が主催する環境に関するイベントの中

でも特に大きいと思います。 

・選挙による出展場所変更の対応が即座にされていて素晴らしいと感じた。 

・来場者の皆様にアイディアを募ることができてよかったです。 

・久しぶりに開会式に坂本区長が出席頂き、区のイベントとして引き締まった気がします 

・環境の様々な分野で活躍されている団体や企業を知るきっかけになりました。 

・一般の方および出展者と交流することができたため。 

34

10

0 0 0
0

10

20

30

1 2 3 4 5

Ⅵ．出展者アンケート 集計結果 

（単位：名） 
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・来場者とも出展者とも楽しく交流でき、雰囲気も良かった。 

・区民の方に e-メタンを知ってもらうきっかけになった。他の出展者とも交流することができ、新しい繋がりが

できた。 

・ご来場された方や他団体様の笑顔に溢れた 1 日になったから。 

・エコポリスセンターの職員皆さまがイベントを盛り上げようと一丸になって頑張っている姿に感銘を受けました。 

販売店にもたくさんの気遣い(書き下ろしイラストシール等)をして頂いて感謝しかありません。そして想定以上

に売り上がったため。 

・色んな人とお話しができて、人脈が作れたから。また、活動について様々な形を通して伝えることができたと感

じたから。 

・車両制作時の廃材から作るもので来場様に喜んでいただき、地域の方とお話をすることができました。 

・寒かったので来場者は多くなかったが、展示をゆっくり見ていただき、私たちも他の出展者の話が聞けた。また

参加者の立場から見ると、クイズは出展者と対話する糸口になった。また直接ブースで質問する勇気？がなくて

も「発表」で聞くことが出来るのもよいと思った。 

・本校の取組を伝えることができたから。 

・本校の環境教育について見直すきっかけになったから。また他校の様子の知ることができたから。 

・25 回目ということもあり、システムがしっかりしている事に驚きました。次に告知方法の効果と、回数を重ね

ている実績で集客の多さにも驚きました。フロンについての告知の場が少なく、今回のイベントでその手ごたえ

を強く感じました。 

・集客数が他のイベントに比較して、かなり多かった。   

・ボランティア活動は一般的に年齢層が高いが、今回は事務局や出展者に若い方が見られ、今後の継続性を感じる

ことができた。 

・親子で筆を使って絵を描き、お子様の一面を見た親御さんの顔が笑顔で、楽しんでいただいたようで嬉しかった

です。去年も来ましたと言ってくれた子どもさんもいました。 

・できるだけブースに来てくださった方に展示内容を説明することを心掛けた。汚れたものが不適切なこと、禁忌

品で発火して火災を起こす充電池、reduse が一番重要、石油そのものが CO2を発生させ、処理するまで温室効果

ガスの発生につながり、その上に海洋汚染などの重大事態を将来にわたり起こすことに驚いていた方が何人もお

られました。対話を心がけることの大切なことを実感しました。 

・子どもたちが手づくりでの展示ができたから。 

・興味をたくさんの方にもっていただいた。 

・体調不良で出店出来ず、大変ご迷惑をお掛けしました。申し訳ありませんでした。 

・いつもの年齢層と違った方たちへも科学館の展示を楽しんでいただけた。また、他の出展者の方たちとお知り合

いになれたことで、今後の活動に活かすことができそうであること。 

 

 

Ｑ2．「環境なんでも見本市」に出展されて、以下のうち、あてはまるもの全てに✓をつけて 

ください（複数選択可）。（44 件の回答） 
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来場者と直接やりとりができて良かった

他の出展者と交流できて良かった

実物を展示する（見ていただく）ことができてよかった

新しい発見や新しいつながりができた

パンフレットやノベルティ等を配布することができて良かった

大きなイベントだったため、知人などに紹介しやすかった

（単位：名） 
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Q3．他の出展者様の展示をご覧になり、 お気づきの点や感想などございましたらご記入くださ

い。（29件の回答） 

・企業によって取り組まれているエコ活動は異なり大変興味深い内容であった。体験コーナーを設けることによっ

て楽しく環境保護活動を学べると感じた。 

・展示方法や、体験方法など、我々だけでは出てこないアイディアが多く、大変ためになった。 

・今回、クイズを出し忘れてしまったのが残念。 

・団体・学校・企業などが様々な観点から環境に対する取り組みを行っていることが分かった。 

・修理品に時間を取られ全体を確認できていませんが、3 団体と会話出来、新しい内容に触れられました。 

・ワークショップがあると人が集まりやすくなり、そこから展示を見るきっかけが生まれると感じました。 

・（おもちゃの）病院での対応に追われて、あまりゆっくり見ることが出来ませんでした。残念です。 

・子ども目線で工夫された点が良かったと思う。 

・竹でできた用紙を初めて知りました、実際にカットすると驚くほど切りやすい。これを何とか利用して何かでき

ないかと、竹の用紙を送ってもらうことになりました（A4・100 枚）。 

・色々工夫されていて、参考になります。 

・体験型・クイズラリーの参加者が多く驚いた。また体験することで楽しく自然に学ぶことができる良いイベント

だと感じました。 

・様々な活動があり、それぞれ大変な努力をされていると改めて感じました。 

・発表コーナー、普段触れない分野の様々なお話を聞くことができ、興味深かったです。 

・様々なジャンルの出展者がいて、良いイベントだったと思います 

・少数でワークショップを開催していたため、自分の周りのみですが、みなさん、大変熱心に活動されていました。 

・クイズラリーや体験コーナー、発表コーナーなど楽しんでもらうための工夫が効果的に働いていたように感じる。 

・展示のみならず切り絵やコースターづくり等、なかなか経験することのない体験ができてとても楽しかったです。 

・他の出展者さんの展示は時間がなくて、拝見できませんでしたが、皆様本当に素敵でした。 

・地域に生息する生き物や、企業様の取り組の多さを知ることができました。 

・展示だけの出展が少ないのがよかった（とくに行政）。 

・他校は子供の作品が多いなと思った。来年度は本校でもそのような展示ができるようにしたいと考えています。 

・一口に環境といっても、色々な切り口があることを知れた事と、板橋区としての環境への取り組みについて共感

しました。 

・来客者のご対応が上手でした。   

・来場される方にわかりやすいようにそれぞれ工夫を凝らしていることが良く分かった。 

・皆様、準備が大変だったと思います。 

・１．展示説明の表現が分かりやすくとても勉強になった。どのようにアピールするか工夫をしていきたい。 

２．期日前投票のために使えるスペースが制限されたが、その分良い効果も生まれていた。小中学校の展示の

近くに、おもちゃの病院やコスモスがあり、昨年はスカスカだった学校の展示を見る方が多かった。内容も興

味深かった。「水不足」 

３．向台保育園のお絵描きの「地球のためにできること」展示、とてもかわいくお子様が内容を考えてバガス

紙に表現したことが伝わってきた。 

４．赤塚第二中学校 自然観察部、西台中学校 環境科学部など中学生の展示が各校の独自の取り組みが紹介さ

れていた。見ごたえがあった。 

５．教育科学館の海洋の酸性化は、貝殻やサンゴ、ウニが展示され、ウニのライトが合わせて展示されとても

興味深かった。お寿司のネタしか知らなかったので、とても新鮮でしかも殻が形成される時期に酸性化の影響

を受けるとの説明があり、ひょっとして今冬のカキの不良との関係もあるのかと感じた。今後も教育科学館の

出展を期待しています。 

６．隣のブースの赤塚植物園、熱帯植物館と身近なところから環境を考えるという展示があって、とてもよか

った。3 館とも丁寧にやさしく説明してくださった。 

７．牛乳パックで紙漉き 実技で重要なところを体験させるという方法、お土産つき、紙パック 1 本で 4 枚の

はがきが作れること。体験でリユースを時間できる展示手法。 
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８．展示内容と関連させて、来場者からエコ活動について投票をしてもらうこともとても良いと思った。 

・情報交換でき、得るものが多かった。 

・参加できず拝見できませんでした。 

・特になし 

 

 

Q4．その他ご意見等ございましたら、お聞かせください。次年度以降開催の参考とさせていた

だきます。（28件の回答） 

・運営の方にもお気遣いいただき、心配をすることなくお客様と交流することが出来ました。特段の意見は

ありません。ありがとうございます。 

・どのブースもいろいろ工夫していらっしゃるのに感心 

・今なお区内でエコポリを広報・ポスター等により知り、おもちゃの病院もその時知りましたと語る方々が

多く、通常の１回/月の第二土曜日は見本市で知り来られた方もおられました。 

・悪天候にもかかわらず来館者が多かったのは、実行委員やエコポリスセンターの綿密な準備、そして継続

的にイベントを開催してきた蓄積の成果だと考えます。お疲れ様でした。 

・発表コーナーでは他団体の取り組み内容を拝聴でき、新たな発見がありました。 

・開会式は淑徳高校の生徒の皆さんのおかげで華やかなものとなり、動画制作や司会など多大なるご協力に

感謝いたします。 

・淑徳高校生の参加は良かったのですが、出展者説明会や開会式の司会も、彼女たちなりの言葉で進行出来

たらもっと良かったかなと思いました。ラップなどでの司会でも面白いと思います。 

・荷物のご対応ありがとうございました。また、ecosteps へのご協力もありがとうございました。 

・掲示物を作成するのに時間がかかっていたが、他を見て、良い方法を知ることができた。 

・小 3以下の多くの方がたも切り絵に興味を示され、何とか小さいお子さんたちに切り絵を楽しんでもらう

事が次の課題です。 

・ブースに居座り話掛けてくる方がいて少し怖く、対応に困りました。有事（災害など）の際や、不審者・

要注意人物がいた際の対応方法、担当者の配置・確認などについて、説明会時には話があったと聞きまし

たが、当日も共有があると良いと思いました。その場で運営に声をかければよかったと反省している点で

もあり、出展側の改善点としてイベント時は最低 2人はブースにいるようにしようと話しています。 

・例年 2 月ですが、今年のように降雪の影響も考えられるため時期をずらしてはどうか。また開催者や出展

者の負担も考慮し、開催日は 1日でも良いのではとも思います 

・別のブースの体験コーナーが展開していることで、展示に近づきにくいブースがあったのが少し気になり

ました。（17，53，54など） 

・今回は選挙や雪などにより色々と対応することが多い中、スタッフの皆さまの丁寧な対応により、滞りな

く出展することができました。ありがとうございました。 

・参加者が滞在している限りは、なるべく体験ができる状態が良いと思います。 

・開催していただきありがとうございました。 

・体験ブースで体験するとポイントがついて景品と交換できたり、宝探しのイベント等があると盛り上がり

そうだと思いました。 

・空気がこもっていたので、入れ替えていただけたら嬉しかったです。 

・①テープカット「今時こんなことするの？」これは先進自治体のイベント風景でしょうか。 

②発表の詳細はチラシの裏面に記入できるはずです。裏面はイベントの詳細にして写真やイラストはいら

ないのでは。 

・淑徳高校の学生が参加することで、環境への関心を若年層に植え付ける効果が大きいと考えており、その

意味においても今後もこの活動を継続していただくことを切にお願いいたします。 

・今回、体験コーナーも行ったため、昨年ほど自分たちの活動を紹介できなかった。また、あまりしつこい

紹介はできないので、その辺の塩梅が難しいなと感じた。 
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・「Think globally, Act locally」よく秦先生がおっしゃる言葉ですが、いたばしの環境の状況を伝える掲

示をぜひしてほしい。品目別リサイクル率、各ごみの量と一人当たりのごみ量、緑被率、水質検査の結果、

脱炭素の活動。どのくらい予算処置をしているか。区民として自分の暮らし方ごみや資源の取り扱いと区

の財政との関係をとらえることも大事。板橋区のホームページでこれらを探そうとしても、結構手間取る

ので。 

・実行委員会形式で行っている（区民参加、区民主体）が、実際は環境政策課とエコポリスセンターで行っ

ているように思える（批判をしているのではありません）。開催決定と出展募集の段階から実行委員長名

で行えないか。実行委員長になられる方の負担は大きいので申し訳ないが、見本市の当日だけ実行委員長

が表に出てくるのはある種の「やらせ」のように思えてしまう。広報いたばしで出展募集が始まったら、 

エコポリスセンター内で掲示ができないものか。（ひょっとして私が見逃しているかも） 

・見本市の出展は、出展しっぱなしのように感じている（私個人の思いです）。 

全体でどのような出展があり、特徴的なこと、板橋区や日本の現状との関連性などを評価する視点が欲し

い。エコポリスセンターは、出展をしていただく立場なので、第三者的立場の方が全体評価をしてほしい。

長所を見つけて今後の方向性について意見を聞きたい。 

・打ち合わせの際は、テーブルの座る場所を学校展示の人は学校のみにまとめると学校関係の話ができ参考

になるのでそのようにするとさらに良いと思いました。 

・学校展示の場所が地下の奥のスペースで分かりづらかったので見られなかったという参加した児童が言っ

ていました。学校展示はここ！という矢印などの掲示案内ポスターがあればもっと良かったと思います。 

・初めての参加で子どもたちが作ったものをお客さんにプレゼントすることができ子どもたちの自信につな

がる体験になり良かったです。 

・特になし 

 

 

※（以下、発表コーナー出展者のみ回答） 

Q5-1．今回発表コーナーに参加されて、いかがでしたか？  （9件の回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大変良かった  良かった     普通 あまり良くなかった 良くなかった 

     33%         56%         11%          0%          0% 
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1 2 3 4 5 （単位：名） 
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Q5-2. 上記のお答えにあたって、何か理由がございましたらご記入ください。（7件の回答） 

・相手の反応を実感することができた。 

・自分たちの活動を整理して説明できる場として良かったと思う。 

・社でもサンゴの白骨化に関する取組み協力を行っているので共感できた。更に高校生が取り組む事に

感動した。 

・自分の活動について長くお話しをさせていただける機会がありがたかったから。 

・時間配分がかなりタイトであったように感じました。（1回目の発表で時間をオーバーしてしまい申

し訳ございませんでした）発表コーナーの周知を会場周辺だけではなく、アナウンスをするなど工夫

していただければと思いました。 

・発表コーナーに参加されるために、定例会で検討を深めることができ、パワーポイントの内容を見直

せた。2回発表が行えたので新たに発表できる人が増えた。質問がなかったことが残念だった。 

・他の方の発表を聞きにいくことが出来なかった。 
 
 

Q6．発表コーナーに参加されて、以下のうち、あてはまるもの全てにチェックをお願いいたし

ます（複数選択可）。（8件の回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

Q7．発表コーナーに参加されて、お気づきの点や感想などございましたらご記入ください。 

（8件の回答） 

・パワーポイント等の画像に頼ると観客に即応できないので、実物を見せながらやれて良かった 

・発表の会場がわかりずらかった。もっと周囲からも見える場所の方が良いと思う。 

・発表コーナーは初の試みでしたが、奥まった場所にあり、特に午前中は人が集まりにくかったと思います。館内

アナウンスなどでもお知らせいただいたり、人が多い午後から始めたりすると、関心のある方がもっと集まっ

てくださるのではないかと思います。また発表のスライド投影の画面が展示会場の方にも見えると、他の方も

気づきやすい、と思いました。 

・素晴らしい高校生、今後も頑張ってもらいたい。   

・もう少し大きな会場でも良さそうだなと思いました。また、告知ももっとしてもいいと思いました。 

・フロンについての認識が思っていた以上に乏しいことを実感できた事で、これからさらに周知活動を進めていく

必要を痛感いたしました。 

会場にご参加いただいた方々への説明内容のついての、資料配布をして講演をお聞きいただければご説明内容

がもっとご理解いただけたかと感じましたので、次回、機会をいただけるのであればそのような準備をして臨

みたいと思います。 

6

5

2

0 2 4 6

自分たちの活動を詳しく説明することができて良かった

来場者との質疑応答ができて良かった

新しい発見や新しいつながりができた

（単位：名） 
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・通常学会などの発表形式では、司会と助言者の二人で行うことが多い。発表された内容を発表者と参加者とのや

り取りで深めていくために会場から質問がない場合は、助言者からの質問で補うことができる。9 つの発表の相

互の関連性や発表で触れられなかった内容を聞き出すことが必要と思う。高校二年生にその任を期待するのは

無理だと思う。 

奥まった場所で、参加者は少なかった。板橋のいっぴんコーナーの場所でできたらいいなぁ。 

高校生が頑張って参加者を募って会場内で宣伝していた。実行委員の中で担当を決め、のぼりかなんかをもっ

て会場内を廻ってみたいけど。掲示が小さく目立たない。でもどこに掲示すればよいか？？ 

・今回、初の試みだったが場所、時間など工夫するともう少し多くの人が聞いてくれると思う。 

 

 

※（以下、体験コーナー出展者のみ回答） 

Q8-1．今回体験コーナー を実施されて、いかがでしたか？ （18件の回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大変良かった   良かった     普通 あまり良くなかった 良くなかった 

     56%          39%          6%          0%          0% 

 

 

Q8-2．上記のお答えにあたって、何か理由がございましたらご記入ください。（15件の回答） 

・短時間で作成可能にしたが、人がたまらないとあつまってくれにくい。 

・親子連れの参加者が多く、大人向けの知識クイズも提供したことで、飽きることなく楽しんでいただけました。 

・今回の出展でターゲットにしていた、お子さんやファミリー層に多く参加していただくことができた。 

・切り絵をご覧になる目が変わっていくのが良く分かりました。切り方を指導すると見違えるようにきれいにカッ

トされ、切り絵に興味を持たれたようです。 

・内容的に大人の方にも楽しんでいただけたので良かったです。 

・年々、興味を持って頂けているように感じる。更に清掃事業に興味を持って頂けたらと思う。 

・自分だけの作品が完成したときの子どもたちの喜ぶ姿に実施して良かったと思いました。 

・たくさんの方が興味を持ってくださったから。 

・車の廃材をリサイクルすること、お子様が自らのデザインで作成できる工作は、こんなにも喜ばれることを再認

識知ることができました。また、家庭の廃材でできる事で、来場された方に喜んでいただきました。 

・太陽熱キットを実際に太陽の下に置いた時の効果（1，2 時間で 40℃ぐらいの湯が出来る）を説明すると、お客

さんに感心されたこと。このような驚きや反応を聞くことができたことは非常に今後の参考になります。 

・かたつむりは作品が地味なのか自分たちのアピール不足なのかなかなか体験する方が少なく今後の課題となった。 

・多くのご家族連れが参加され、手紙ということで家族あてに以下のような文面が多数みられ、心を届ける絵手紙

を実感していただけたと思う。「いつもありがとう」「お仕事がんばってね」「げんきでいてね」 

10

7

1
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0
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1 2 3 4 5 （単位：名） 
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・体験コーナーは手作りで端切れの活用を目的にして行った。脱プラスチックとは直接結びつかないけど。可愛い

ものは、来場者の興味を引くのだと改めて感じた。リユースのコツかもしれません。 

・大人の体験者も多く、有意義だった。 

・場所が地域センター出入口前であったこともあり、落ち着きはなかったが、混雑がなく一人一人にゆっくり年齢

に合わせて言葉を選びながら説明することもでき、喜んでいただけた様子でよかった。 

 

 

Q9．体験コーナーを実施されて、以下のうち、あてはまるもの全てにチェックをお願いいたし

ます（複数選択可）。（19件の回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q10．体験コーナーを実施されて、お気づきの点や感想などございましたらご記入ください。 

（13件の回答） 

・食品ロスのタイプをシールではってもらったら、何故そうなるのか、いろいろ話が出てきて、反省しきり。 

・2 日間にわたり体験コーナーを担当すると、他の展示ブースを回る時間がどうしても短くなります。そのため、

出展者には早めに会場に来て、他のブースもご覧になることをおすすめします。 

・工作体験ができるコーナーが、小さいお子さんや家族連れで特ににぎわっている印象でした。私たちは、体験内

容を小学校中学年向けに設定して実施したので、今後もし機会があれば、小学校低学年以下のお子さんも楽しめ

るような内容にしたいと思いました。 

・①切り絵を見る目が作品を見て大きく変わる 

②少しの指導で綺麗にカットでき、自宅でできそうだと興味を示された。（8 名ほど） 

③このような切り絵の個展（銀座のＤＭ）を是非見に行きます（数 10 人） 

④この薔薇の作品欲しいのですがおいくらですか？（個展で買いに行きます、3 人）  

⑤このような素敵な切り絵はもうアートですねとの評価 

・本来であれば両日開催・参加をやりたいが、企業としては従業員を使うので負担が多い。1 日開催で時間を長く

しては。 

・本イベントにお役に立てればと出展しています。それとは関係なく、本年も大盛況で良かったです。開催時間も

無理がなく、事前準備から開催当日まで、とても円滑に運営されていると感じます。 

・パッと見たときに作るのが難しそうに見えるため、誰でも簡単に作れることをアピールできる何かがあればさら

に多くの方に参加してもらいやすくなるのではと思いました。 

・もう少しスペースがあったらよかったと思います。また、体験をするために並んでいるお客さんに、違う参加者

の方が声をかけて連れていってしまうケースが見られたので、声かけやキャッチは禁止であるのかないのか、記

載が必要だと思った。 
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参加者と話すことができてよかった

自分たちの活動に興味を持ってもらうことができて良かった

ノベルティや作品等を持ち帰ってもらえて良かった

新しい発見や新しいつながりができた

（単位：名） 
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・今回はトヨタ自動車ではなく東京の販売店が参加させていただき、地域の方と多くの交流が出来ました。ありが

とうございました。 

・もう少し、多くの方にアピールできれば良かった。  

・墨筆体験のない小さいお子さんも、自由に墨筆、絵筆をもたれて、自分なりの表現を楽しまれており、良かった

と思う。 

・前回に続き休憩時間の設定がされてたこと。 

・スペース、今回と同様に必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 43 - 

 

 

 

１．環境なんでも見本市実行委員会とは 

エコポリスセンターで実施する「環境なんでも見本市」を、広く区民や登録環境団体（エコポリス

センターに登録する区民による環境団体）、企業などと協働で企画・運営するために組織する会。

昨年度、一昨年度の「環境なんでも見本市」出展者、および登録環境団体、かんきょう観察員、エ

コライフサポーター（エコポリスセンターに登録するボランティア）へ呼びかけをし、立候補制で

実行委員になっていただいた。 

 

２．環境なんでも見本市実行委員 構成  

NPO 法人 いた・エコ・ネット、いたばしエコ塾、いたばし水と緑の会、NPO 法人 SDGs いたばしネ

ットワーク、おもちゃの病院 板橋、おもちゃの病院 エコポリス、NPO法人 水未来人（みずみくに

ん）、新婦人絵手紙サークル 8団体 9名 

 

３．環境なんでも見本市 運営サポーター 

  今回の見本市では初の試みとして、淑徳高等学校 板橋フューチャーズの皆さん（淑徳高等学校生 9

名、教員 3 名）に運営サポーターとして、見本市の広報活動（動画作成、SNS 発信）および出展者

説明会・開会式の司会進行等を担っていただいた。実行委員会にも参加いただいた。 

 

４．環境なんでも見本市実行委員会 開催日時       

回 日時 テーマ 

実行委員・

運営サポー

ター参加者

数 

事務局＊ 

参加者数 

第 1回 令和 7年 9月 11日（木）15時 45分～17 時  
委員会立ち上げ・見本

市の日程・概要検討 
5 7 

第 2回 10月 8 日（水）14時～16時 7分 
見本市の内容・出展案

内・ポスター検討 
9 7 

第 3回 11月 18日（火）15時 15分～17時 
出展者審査・見本市の

内容・チラシ検討 
15 6 

第 4回 令和 9年 1月 9日（金）14時～15時 
出展者一覧・出展内容

確認・説明会準備 
7 7 

第 5回 2月 26 日（木）15時 15分～17 時 
見本市の振り返り・ま

とめ・報告書検討 
11 7 

＊事務局の構成： 板橋区環境政策課 環境教育係 2名、 エコポリスセンター 5名 

 

４．実行委員・運営サポーターの感想 

（１）実行委員長 

・まずは、第 25回環境なんでも見本市を無事に終えることできて、実行委員の皆さま、エコポリス

センターの皆さまに感謝しております。コロナ渦を経て以前のような 2日間の開催形式にして 2年

目の今年は、新たに発表コーナーを設けてみたり、エコポリスセンターの 30周年も合わせて開会

式を行ってみたり、高校生が活動のサポートを担ってくれたりと新しいことがいくつかあり、実行

委員会で模索しながら進めてきました。 

いろいろと改善点、反省点はあったかと思いますが、新しいことへチャレンジできたことは良い刺

激になり、来年以降にしっかりとつなげていきたいと思っております。この環境なんでも見本市が、

Ⅶ．環境なんでも見本市実行委員会について 
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区民の皆さまの楽しいイベントになり、また環境保全・活動の小さな糸口になり、環境のこと、地

球のことを考える良い機会になることを願っております。 

  

（２）実行委員 

・戦争や温暖化など明るい未来が見えてこないなか、見本市は言葉を通して出会い、共感する場だと

思った。自分の言葉で発表された赤塚二中の生徒、高校生のサンゴを守る活動、大東文化大生の食

品ロス削減の取り組み、若い世代の活動に期待したい。 

 

・実行委員初経験で役に立てなかったと反省。他団体と交流できたこと、見本市を深く知ることがで

きたのは良かった。高校生の参加は画期的だった。今後、彼女達の魅力を十分引き出す企画が必要。 

 

・雪にも負けず多くの来場があり、会場はにぎやかだった。淑徳高校の生徒たちが司会や動画で大き

く貢献し、団体同士の交流も深まり、環境への関心が広がる良い機会になったと感じた。 

 

・お天気には恵まれませんでしたが、たくさんの方にご来場いただき、嬉しく思います。今回は発表

コーナーを新設したり、淑徳高校「板橋フューチャーズ」の方々に運営にかかわっていただくなど

新しい取り組みを行うことができ、見本市を盛り上げることができたと思います。みなさまお疲れ

さまでした。ありがとうございました。 

 

（３）運営サポーター 

・私が最も印象に残ったのは、若者のエネルギーと大人の経験や知恵が合わさって生まれる力でした。

企画側の皆様が真剣にイベントに向き合う姿を見て、とても刺激を受け、私たちももっと挑戦して

いきたいと感じました。 
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参考資料 

■ポスター（A3） 
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■チラシ（A4両面） 

表面 
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裏面 
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